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～冠動脈CTと放射線技師～ 

  

  

 今回は、冠動脈CT検査に放射線技師がどのように関わっているのか紹介します。 

まず冠動脈とは、心臓が動くための酸素や血液を送るための栄養血管です。検査では、

心電図で心臓の動きを見ながら造影剤を使用し撮影する事で冠動脈が詰まっていないか、

狭くなっていないかなどの評価を行う事ができます。特に狭心症の評価には有用で、器

質的狭窄病変や石灰化病変を検出することができます。 

我々、放射線技師は以下の３つの項目に携わっています。 
 
１ 撮影    ２ 画像解析    ３ 一次読影 
 
 
 
心電図を装着し息止めの練習を行います。（約10秒） 
石灰化病変がある場合は専用の撮影を行います。 
造影剤を入れ、息止めの撮影を行います。（約15～20秒） 
 
 
 
撮影画像を基に数種類の画像再構成を行い、読影に必要な画像を作成していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

👈ＣＰＲ画像とは？(左図・下図)👈 
冠動脈の断面を表示し、一画面で評価する
事ができます。 

仙巌園～桜島 

ＣＴ冠動脈石灰化解析結果（一部） 
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TOPICS 

撮影条件、作成画像を基に冠動脈ＣＴのレポート（心臓の血管の病変の有無や、追加
検査の提案等）を作成します。作成したレポートは循環器内科医が二次読影を行いま
す。左下の表はレポートの１部分です。 
 

現場の声 

“何でも聞いてください！” 
 
冠動脈ＣＴ検査では“息止め”が重要になっ
てきます。息止めの方法やポイント等を検査
時に説明していきます。その他にも聞きなれ
ない言葉が出てくるとは思いますが、分かり 
  やすい言葉で説明し、安全安心な検査を 
  心掛けていきます。わからない事があっ 
  たら何でも聞いてください。 
 

 ４月８日から放送開始のドラマ「ラジエーションハウス～ 

放射線科の診断レポート～」は私たちと同じ診療放射線技師が主人公な

んです！実際の現場でもドラマの中と同じ様に診療放射線技師がＣＴや

ＭＲＩ、マンモグラフィーなどの撮影を行い、その画像を見て放射線科

医が画像診断を行っています。ドラマならではの描写部分もありますが、

あまりメジャーではない放射線科医、そして診療放射線技師という職業

について知って頂ける、とても良い機会だと思いますので皆様ぜひご覧

になってみてください♪ 


